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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、TiO2 をベースとした複合酸化物を触媒担体材料に用いる高性能実用触媒の開発と NOx、NH3、有機化
合物等の大気汚染物質の高効率除去への応用に関する研究を扱うもので、NO選択還元（SCR）、NH3 選択酸化（SCO）、
プロパンの触媒燃焼等の反応を対象にその触媒機能を明らかにすることを目的とする。 
 SCR 研究では、TiO2 骨格への SiO2 の導入は、既存の触媒ではなし得なかった、脱硝活性の向上と SO2 酸化能の
大幅な低減を可能とした。V2O5/Ti-richTiO2-SiO2 触媒の優れた脱硝活性は、高分散 V 種と TiO2-SiO2 の高酸性度に
起因する吸着 NH3 量の増加に関係し、また、実用触媒に強く望まれる低 SO2 酸化性能は４価に近い V 種の存在に
起因すると結論した。これらの知見を基に、低 SO2 酸化能・高活性触媒に発展させ、SO42－ 賦活型 TiO2-SiO2 に担
持した V2O5-WO3 触媒の優れた活性は、ブレンステッド酸点の増加と WO3 による活性の向上及び、polymeric V 種
の生成の抑制に依ることを示した。更に、低温、高温プロセス向けにそれぞれ V2O5/TiO2-SiO2-MoO3 触媒、共沈法




ッド酸点の増加に依ることを明らかにした。SCO 研究では、開発された Pd-V2O5/TiO2-SiO2 触媒は、約 98％の優れ
た N2 収率を示した。活性種の PdO2 は、V2O5 によりその生成が促進され、NO、N2O の生成を抑制し、優れた SCO
性能をもたらしたと推察した。以上、本研究において、TiO2 系複合酸化物触媒は、排ガス浄化反応に対して活性、
選択性、耐久性の点から優れた機能を発揮する実用触媒になることを示した。 









にした。TiO2 骨格への Si の導入により、比表面積、酸性度、酸強度を著しく増加するとともに、耐熱性が向上する
ことを見出し、高活性の発現が吸着アンモニア量の増加と高分散された酸化バナジウム種によることを示した。さら




の燃焼除去に関して、Pt/TiO2-SiO2-WO3 触媒が優れた活性を示すことを見出し、担体による Pt の対酸化性の向上に
よることを明らかにした。半導体工場などから排出されるアンモニアの窒素への選択酸化において、
Pd-V2O5/TiO2-SiO2 触媒を開発し、N2 がアンモニアの酸化により生成する NO を経由するのでなく、触媒表面での
２つの NHx 種の再結合により生成する反応機構を提案した。 
 このように、本論文は排ガス浄化に用いられる高効率実用触媒を開発するとともに、それが高効率触媒として機能
する原理を論じたものである。 
 よって、博士（工学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
